
ＩＤ・カテゴリーと質問内容 

学校全体の集計グラフ 

今回、過去のデータ等と比較した

分析結果 

１ 学校 

学校に行くのが楽しいかどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校】生徒の肯定的評価が昨年

から 9％、過去の平均から 5％減

り、否定的評価がわずかですがと

もに増えました。 

【学部ごと】生徒の肯定的評価は

小学部・中学部が100％ですが、

高等部は昨年から12％、専修部は

14％減りました。保護者の肯定的

評価は幼小学部、中学部で100％、

専修部も12％増えて77％になり

ましたが、高等部は6％減り78％

になりました。 

【課題・反省等】今後とも学校全体として楽しく学べる環境を整えたいと思います。 

２ 保護者との連携 

学校による情報の周知徹底 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校】教職員の肯定的評価は今

年と昨年、過去の平均と同じ水準

で80％を超えています。保護者の

肯定的評価も昨年よりわずかに下

がりましたが、教職員と同じ水準

です。 

【学部ごと】保護者の肯定的評価

は幼小学部は100％でしたが、中

学部は83％、高等部は73％、専

修部は 76％と昨年よりわずかに

減りました。 
 

【課題・反省等】この結果に満足することなく、今後とも、すべての保護者に情報が行き渡るよう取組み

を進めていきます。 

３ 保護者との連携 

保護者の学校行事の参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校】今年も学校行事等に参加

したことがある保護者は 64％と

昨年より14％減り、過去の平均を

わずかに下まわりました。 

【学部ごと】幼小学部は100％で

す。中学部、高等部はそれぞれ

83％、86％です。専修部は昨年

の 47％から 17％減って 30％で

した。 

 

 

【課題・反省等】専修部は成人の学生が多いという部の特性上、このような結果が出たと思いますが、学

校としてはさらに、開かれた学校づくりのための取り組みを行っていきます。 

３ アンケート結果の考察と課題 

*グラフの見方（下から）    肯定的評価、      否定的評価、       わからない 
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４ 進路 

一人ひとりに応じた進路指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校】今年の結果は、肯定的評

価が教職員は16％増え、保護者は

微増で過去の平均と変わらずです

が、生徒は 6％減りました。生徒

の否定的評価が昨年より 7％増え

ました。 

【学部ごと】専修部学生の肯定的

評価が昨年から25％減り49％に

なりました。否定的評価は17％増

えて33％になりました。高等部の

肯定的評価は33％増えました。 

【課題・反省等】肯定的評価が教職員は増え、生徒は減ったので教職員と生徒のギャップが昨年より広が

りました。専修部については現状を分析するとともに、担任、分掌が連携を密にして情報提供を行うなど、

きめ細かな進路指導の取り組みを行っていきます。 

５ 生徒・学生指導 

悩みを相談できるシステムの有無や相談できる教職員の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校】今年の結果も、昨年、過

去の平均とほぼ同じ結果を示して

おり、教職員と生徒のあいだに

10％の差があります。 

【学部ごと】専修部学生の肯定的

評価が昨年より 3％減り 69％に

なりました。高等部は肯定的評価

が 7％増え、否定的評価がなくな

りました。中学部の肯定的評価は

66％です。 

【課題・反省等】毎年少しずつ肯定的評価が増えていましたが、今年は昨年と変わらず67％の生徒が相談

できる先生がいると答えています。今後も、気軽に生徒が教職員とコミュニケーションをとったり、相談

できたりする雰囲気を作るとともに、校内の相談システムの周知徹底にも努めます。         

６ 児童・生徒理解（幼小・中・高） 

教職員の幼児、児童、生徒の障がいについての理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校】今年の結果は昨年を上回
り生徒、保護者の肯定的評価がそ
れぞれ 90％、92％と 90％を超
える高い評価を受けています。教
職員の否定的評価が 8％増えまし
た。 
【学部ごと】肯定的評価は中学部
の生徒、保護者は100％、幼小学
部の生徒は 78％、保護者は
100％です。高等部の生徒は、
93％で昨年から 23％増えまし
た。保護者は昨年と変わらず
78％、否定的評価は 16％減って
7％です。 
 

【課題・反省等】生徒、保護者の肯定的評価が過去の平均から見ても、徐々に上がってきていることがわ
かります。教職員の肯定的評価は変わらず、否定的評価が増えました。今後も研修会や事例検討会などさ
まざまな機会を通して、１人ひとりの在校生の障がいの状況について理解を深めていくと同時に、さらに
各部の連携を密にして、幼児、児童、生徒、学生の情報の共有化を図っていきます。 
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７ 児童・生徒理解（専修部） 

学生の障がいについて理解している教職員の割合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専修部単独で学生の障がいを理解

している教職員の割合を聞く質問

です。 

Ａ：とても多い（75％以上） 

Ｂ：半分以上はいる 

（50％以上～75％未満） 

Ｃ：半分以下である 

（25％以上～50％未満） 

Ｄ：とても少ない（25％未満） 

Ｅ：わからない 

       

 
 

【課題・反省等】この質問はＡ評価をいかに増やしていくかが課題となりますが、今年と昨年のＡ評価を

比較すると教職員・保護者は微増、学生は微減です。一方、学生のＣ評価は13％減の9％ですがＤ評価が

12％あります。今後いっそう、研修会や日々の取り組みを通して学生一人ひとりの障がいについて理解を

深め、それをそれぞれが実感できるように、情報や支援の方法について共有化を図っていきます。 

８ 授業（幼小・中・高） 

わかりやすい授業の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校】肯定的評価を昨年と比較

すると教職員は4％増えて80％、

生徒も4％増えて93％、保護者は

5％減って87％ですが、依然とし

て高い評価を受けています。過去

の平均と比較しても教職員、生徒、

保護者の三者とも増えています。 

【学部ごと】 

幼小学部、中学部の保護者の肯定

的評価は「わからない」を除けば

ほぼ100％です。高等部の否定的

評価は生徒、保護者とも8％です。 

【課題・反省等】この結果に満足することなく、今後とも学習会や研修など様々な機会を通して、教職員

のスキルアップを図っていきます。       

９ 授業（専修部）  

授業内容を工夫し、わかりやすい授業に努めている教職員の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

専修部単独で授業内容を工夫し、

わかりやすい授業に努めている教

職員の割合を聞く質問です。 

Ａ：とても多い（75％以上） 

Ｂ：半分以上はいる 

（50％以上～75％未満） 

Ｃ：半分以下である 

（25％以上～50％未満） 

Ｄ：とても少ない（25％未満） 

Ｅ：わからない 

【課題・反省等】この質問もＡ評価をいかに増やしていくかが課題となりますが、今年と昨年のＡ評価を

比較すると教職員35％で2％減、学生21％で9％減、保護者33％で5％減と、三者とも減りましたが、

学生の減り方がいちばん大きいです。Ａ評価を増やすことができるよう今後とも学習会や研修など様々な

機会を通して、教職員の授業力向上に努めてまいります。 
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１０ 授業 

ＩＣＴを活用した教育の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校】今年も過去の平均とほぼ

同じ結果を示しています。昨年と

比較すると教職員、生徒の肯定的

評価がわずかに減り、生徒の否定

的評価が 7％増えました。保護者

の肯定的評価は10％減りました。 

【学部ごと】【学部ごと】高等部生

徒は「わからない」を除くと肯定

的評価が 93％ありますが中学部

は50％です。専修部学生の肯定的

評価は33％、否定的評価が61％

でした。 

 

        

【課題・反省等】生徒の実態が異なるので、一概には言えませんが、各学部でＩＣＴ機器を授業に取り

入れる取組みを進めています。専修部でも徐々にそうした取り組みが行われるようになりましたが、そ

れが定着していないと考えます。教職員の研修や機器の整備を行い、ＩＣＴを視覚障がい教育に活用で

きるようにしていきます。 

１１ 人権  

幼児、児童、生徒、学生に対する積極的な人権教育の推進  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校】昨年と比較すると肯定的

評価は教職員が 5％増、保護者は

6％減、生徒は微減でした。否定的

評価は生徒が5％増、保護者も4％

増でした。 

【学部ごと】昨年と比較すると専

修部学生の肯定的評価が 8％減っ

て 56％となり、否定的評価は

13％増えました。高等部生徒の肯

定的評価は28％増えて87％、否

定的評価が 10％減って 7％でし

た。部 

        

 【課題・反省等】各部で人権について考える機会を設け、職員についても全校、各部で参加体験型の研

修会を行っています。今後ともこうした取組みを充実させていきます。  

1２ 人権 

日常の教育活動における幼児、児童、生徒の人権の尊重  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校】昨年と比較すると保護者

の肯定的評価が11％増え、否定的

評価が12％減りました。教職員の

肯定的評価、否定的評価は昨年と

変わりませんでした。 

【学部ごと】昨年と比較すると高

等部保護者の肯定的評価は 24％

増えて86％、専修部保護者の肯定

的評価は11％増えて67％になり

ました。否定的評価は高等部保護

者は0％、専修部保護者は14％減

って20％になりました。教職員の

否定的評価は、幼小学部が14％減

って0％になりました。 

【課題・反省等】保護者の肯定的評価が10％増えて、教職員との間にギャップがなくなりました。さらに
研修を充実させ、安全・安心に配慮された学校づくりをすすめていきます。       
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1３ 人権 

いじめなどの行為に対して適切に対応しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校】教職員にはいじめなどの

行為があれば適切に対応できてい

るか、生徒、保護者には適切に対

応してくれるかを質問しました。

生徒、保護者の肯定的評価はそれ

ぞれ 43％、56％、否定的評価は

23％、13％で肯定的評価は生徒

が14％、保護者が8％減り、否定

的評価は生徒が8％、保護者が4％

増えました。 

【学部ごと】いずれの学部の生徒、

保護者も「わからない」が多いで

す。昨年と比較すると専修部学生

の肯定的評価が 19％減って

44％、否定的評価が 23％増えて

41％になりました。 

【課題・反省等】今年は教職員と生徒、保護者の肯定的評価の差が開く結果となりました。その原因を探

るとともに、それを縮めることができるよう日々取り組んでいく必要があると感じます。 

1４ 教育課程 

幼児、児童、生徒の実態に応じた教育課程の編成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校】今年の保護者の肯定的評

価は昨年より 8％減って 84％と

なったものの、まだ高い評価を得

ています。教職員の肯定的評価は

４％減り、否定的評価は 3％増え

ました。 

【学部ごと】否定的評価は幼小学

部・中学部の保護者にありません

が、高等部の保護者に14％ありま

す。教職員の否定的評価が幼小学

部は31％、中学部は23％、高等

部は10％あります。 

【課題・反省等】毎年、幼児、児童、生徒の実態が変わる中、各部とも日頃の教育活動について意見を出
し合い、できるかぎり、幼児、児童、生徒の一人ひとりの障がいの実態に配慮した教育課程を検討してい
きます。 

1５  学校安全 

地震や火災など非常時の対応方法が適切に教えられているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校】昨年同様、今年も教職員、
生徒、保護者とも肯定的評価は
80％を超え、今年は生徒の肯定的
評価が 86％で三者の中でいちば
ん高い評価を得ています。   
【学部ごと】小学部、中学部、高
等部生徒の肯定的評価は100％、
専修部の学生の肯定的評価も昨年
の 79％から 81％に増えました
が、否定的評価は 10％増えて
18％でした。 
 

【課題・反省等】学校では定期的に火災、地震、不審者に対する避難訓練を実施しており、またその際、
起こり得るさまざまな状況を想定して、実際の緊急事態に対応できるよう工夫を加えて取り組んでいます。
個々の訓練を検証し、実際に起きたときに教職員、生徒とも適切な行動がとれるようにしていきます。 
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1６ 学校安全  

校舎は視覚障がい者にとって安全で使いやすいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校】昨年と比較すると教職員、
生徒、保護者の肯定的評価はそれ
ぞれ5％、8％、7％増えており、
否定的評価は教職員は 4％増えた
ものの、生徒、保護者は4％、8％
減りました。 
【学部ごと】昨年と比較すると教
職員の否定的評価が幼小学部が
9％増えて 31％、中学部が 10％
増えて18％、高等部が5％減って
10％、専修部が 5％増えて 45％
と否定的評価の増えた部が３つあ
ります。高等部生徒の否定的評価
は17％減りましたが、専修部学生
は2％増えました。 
 

【課題・反省等】年を追うごとに、肯定的評価が増えてきています。根本的な改良は難しいですが、改善
できるところは改善してきた結果がでていると思われます。今後とも視覚障がい者の立場に立って、校舎
を検証し、生徒、保護者、教職員をはじめ本校に関わるすべて方の安全に努めていきます。 

1７ 学校安全  

通学路は視覚障がい者にとって安全に整備されているか 

 

【全校】昨年から実施している質
問です。学校の南側にはスーパー、
マンション建設も本格化して、歩
行環境が以前と大きく変わってい
ます。 
肯定的評価は教職員、保護者がそ
れぞれ 7％、18％増え、69％、
77％あります。生徒は 14％減っ
て50％になりました。 
【学部ごと】各学部生徒の否定的
評価は、幼小学部 11％、中学部
0％、高等部 20％、専修部 39％
です。教職員の否定的評価は幼小
学部0％、中学部は27％、高等部
33％、専修部26％でした。 

【課題・反省等】昨年の学校南のスーパー開店に伴い、正門前を自転車が多く通行するようになりました。

そのため、受付員が配置されていない下校時刻を中心に、正門前に警備員を配置しています。マンション

建設工事の本格化に伴い、業者から工事の工程表を提示いただくともに、安全面についての配慮を強くお

願いしています。今後とも、学校の南側の関連業者のみならず、大阪府教育庁支援教育課、大阪市の道路

管理部局とも密な連携を図り、通学路の安全確保を図って参ります。 

1８ 学校行事  

スポーツフェスティバルや文化祭など学校行事が楽しいかどうか 

専修部は学科の行事が有意義かどうか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全校】今年も昨年、過去の平均

とほぼ同じ結果を示しています

が、保護者の否定的評価が 5％減

りました。 

【学部ごと】幼小・中学部は三者

とも肯定的評価がほぼ100％、高

等部職員も100％です。否定的評

価は高等部生徒に13％あります。

専修部は教職員の肯定的評価が

7％減って77％。学生は6％減っ

て 59％。保護者は 7％減って

55％です。否定的評価は教職員が

3％増えて19％、学生は4％増え

て 31％、保護者は 6％減って

24％です。 
 

今年 昨年 過去の平均 

昨年 

今
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今年 過去の平均 

今年 昨年 



４ おわりに 

今回の学校教育自己診断で明らかになった個々の課題については、次年度以降も各学部、各分掌で改善に

向けた取組みを続けてまいります。 

 

 

【課題・反省等】スポーツフェスティバルや文化祭をはじめとする学校行事を見直す取り組みも始まりま

した。その中でも生徒が主体的に取り組み、一人一人が充実感を持てる行事をどのように企画、運営する

か考えていくと思います。専修部についても、学生の意見、感想を各学科の行事や自主的に参加している

スポーツフェスティバルや文化祭の企画、運営に活かしていきます。 

 

           


